





る時は接続詞タダやタダシ ・ ナオを駆使するが、留学生にとっては、 タダ・タダシ ・ ナオ
の使い分けは1閉迎点を含んでいるようである。
大学院留学生10名（中国人3名、 斡国人2名、 台湾人 3名、 ロシア人1名、 セルピア・
モンテネグロ人1名）に、 タダ・タダシ・ナオについてアンケートを行ったところ、 1 ~
4の設間に対しては表のような結果を得、1'· 2, · 3. · 4'のような誤用が見られた。




























3'＊来週の土曜日に勉強会をします。1旦且／ただし｝、 勉強会のテ ー マについては各自
考えておいてください。
4'＊犬が好き。主且、 猫も好き。
事英、 接続詞ナオは、 次の例の場合、 森田良行(1989)も述べているようにタダに匠き
換えられ、 接続詞タダとナオは、 一見よく似た意味機能を有しているように見受けられる。
(1) I月日は授業はありません。立主、 創立記念日なので生徒会委貝は式に出席し








い て 「前文を 一応認めながら、 わずかな
例外や問題点などを補足したり、念のために酋い添えたりする。 後件には前件の内容に反す
る評価が述べられることが多い」 という記述





します。（横林宙世・下村彰子 r外国人のための日本栢 例文・問坦シリ ーズ6
接萩の表現』）
( 2 ,)＊来週の土曜日にパー ティ ーをする予定です。と且、 詳細は追ってお知らせいた
します。
以上から、 接続洞タダとナオの相述を明確にする必要があると思われる。












(3)は、1iil件のラ ー メンやうどんやそばなど麺類全体について 「好きだ」 と 述ぺ、その






ここで、「麺類」 は 「類ム 「うどん」は「種」という綱目に属し、「麹類」 と「うどん」の
関係は下図の上位と下位の関係に相当するものである。
麺類 （類）






























否定の対立、(7) のような対義的語梨による対立、 (8) のような存在の有無による対立等
がある。
(6) そう思った瞬Ill]に、因数定理がみつかった。どんなときに、どういう状況でひら
-80 - (3) 








(14) ラーメンが好きだ。ただ、 うどんも好きだ。 ((12) を再掲）
WWW - WWW 
(14)の前件と後件の述部は 「好きだ」 で同 ーである。
第三に、形式的側面として、後件の、述部が対象とする部分に必ずrもJ を伴う。


















(19) (20)の前件・後件の述部「食ぺた」 「破った」 はともに、対象に対する動作を表し
ているが、これらの文は非文である。
また、 (21) の述部「精力的だ」 「さかんだ」は状態を表している。
(21) 彼は仕事に懇辺股鈴oと且、遊ぴのほうも妾玄必必ふ
- 78 - (5)

た37チ ー ムが出楊します。全竺とこる2恩棧$TBS 系列の全国28局ネットで実
況生中維されます。 (1r,; 日 981225)




















ているのである。そして、前件の述部 「 〒 100-77 産経新lifl•東京本社投街係、または〒530-
77大阪本社投由係へ」 「03-3242-7745か06-341-3038」「 写其報道局 「撮りました」係へ」 と












































-74 - (9) 
注3 (22)は前件と共通の主題であるがナオが成立する。
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資料
『新潮文郎の100冊(CD- ROM版）』 「女社長に乾杯！」（女社） r風に吹かれて」（瓜に） r国盗り物語」
（国盗）「塩狩峠j （塩狩）「太郎物語」 （太郎） r1じ埋み」（花埋）、 千葉康則『記憶の大脳生理学J 岱
談社CD - ROM版（記憶）、 産経新flHCD - ROM版（産経）、 日経新�II CD - ROM版（日経）、毎日
新聞CD- ROM版(4)f.日）、読売新!lHCD-ROM版（読売）
なお、出典名の内記されていないものは作例である。
（たかいち ひろこ 岡山大学大学院文学研究科修了）
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